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特定建築物に係る個別管理方式の空気調和設備の 

加湿装置及び排水受けの点検等について 

 

標記については、建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則（昭和

４６年１月２１日厚生省令第２号）の第３条の１８第３号及び第４号に規定されて

いるところである。 

今般、総務省勧告「規制の簡素合理化に関する調査結果に基づく勧告」（平成 

２６年１０月）において、「特定建築物に係る個別管理方式の空気調和設備の排水

受けの点検頻度について、事業者の負担軽減を図るため、運転条件や汚れを検知す

るセンサーの有無など、設備の状況に応じた取扱いを認めること。」とされたとこ

ろである。 

当該勧告を踏まえ、加湿装置、排水受けの点検等については、下記のとおり取り

扱うこととするので、御了知願いたい。 

 

記 

 

１ 加湿装置、排水受けについてレジオネラ属菌等を含むスライム、カビ等の汚れ

を検知するセンサーがついている場合には、常時センサーが汚れを確認している

ことから、このことをもって、月１回の点検を実施しているとみなすこととする。 

 

２ 単一の建築物内で同一の設置環境下にある空気調和設備については、運転条

件や型式別にグループ化した上で、各階毎にその代表設備を目視により点検等

（内視鏡による点検を含む。）することとし、代表設備以外の設備については、

給気にカビ臭等の異臭がないか等の確認をもって、加湿装置、排水受けの状況

を判断することで差し支えない。 


